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山野西小学校

花と緑の元気な学校 ありがとう
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　山野西小学校は、昭和 34 年に大口市立山野小学校上場分校から大口市立山野西小学校となり、今年
の第 44 回卒業式で 227 人目の児童を送り出し、53 年の歴史に幕を閉じます。
　地域の特色を活かした酪農体験、冬の厳しい寒さの中での楽しいソリ遊びやかまくら作り、秋の運
動会では山野西小校区外からも多くの来場者があり、地域一体となって盛りあげてきました。
　今月 22 日、最後の卒業生２人の卒業式、そして閉校式を迎えます。

河野英明 校長先生

松ヶ迫美和 先生

谷山朝子 先生

屋地くん

村上くん
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最後の運動会

思い出の写真

閉校式

期　　　日　３月 22 日（木） 　   場　　　所　山野西小学校体育館
式　　　典　14 時～ 15 時 30 分
記念碑除幕式　15 時 30 分～ 15 時 45 分
惜 別 の 会　15 時 45 分～ 16 時 45 分
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山野西小を振り返る（概要） ～

山野西小学校

花と緑の元気な学校

1906 2012
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　明治 39. ５　山野村立上場家庭教育所として発足
　昭和 12. ４　公立学校（山野尋常高等小学校上場分校）として再発足

　昭和 27. ２　現在位置の小川内に校舎移転改築
　昭和 31.10　運動場拡張工事

　昭和 34. ４　大口市立山野西小学校となる
　昭和 43. ２　学校給食完全実施

　昭和 53.8　プール建設

　昭和 55. ２　校舎改築落成式（鉄筋 420 ㎡）
　平成 11. ９　大口市小規模校入学特別認可制度の指定

　平成 23.10　最後の運動会開催
　平成 24. ３　児童２名の卒業をもって閉校
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　住宅用火災警報器は義務設置となってい
ます。市においては、平成 23 年 11 月 30 日
現在で約 70％の設置率です。逃げ遅れを防
ぐために、早急に設置しましょう。
　身体障害者手帳（視覚・聴覚・下肢・体幹のうちいず
れかが 2 級以上）、療育手帳（Ａ１・Ａ２）、精神保健
福祉手帳（１級）をお持ちの人で未設置の人については、
伊佐市重度障害者等日常生活用具給付事業での給付を受
けられますので、お問い合わせください。
問い合わせ先
市福祉事務所障がい者支援係　☎�１３１１○内　１２６５

○　寝たばこは、絶対やめる
○　ストーブは、燃えやすいものから離
　れた位置で使用する
○　石油ストーブの燃料補給は、完全に
　火を消してから行う
○　ガスコンロなどのそばを離れるとき
　は、必ず火を消す
○　寝具、衣類及びカーテンからの火災
　を防ぐために、防炎品を使用する
○　火災を小さいうちに消すために、住
　宅用消火器等を設置する

緊急速報「エリアメール」配信開始！

問い合わせ先　
市総務課消防防災係

☎�１３１１○内　　１１１８・１１１９

　市では、ＮＴＴドコモが提供する緊急速報「エリア
メール」を利用し、災害発生時における避難勧告や避
難指示などの緊急情報を市内のＮＴＴドコモのエリア
メール対応携帯電話利用者に一斉に配信するサービス
の運用を３月１日から開始しました。

　市から「エリアメール」を配信すると、市内
の受信可能な携帯電話の画面にポップアップ

（配信内容を自動表示）し、専用の着信音とバ
イブレーションでお知らせします。

　気象庁が配信する緊急地震速報や、市が配信する避
難情報・緊急情報などを、該当エリアにおいて、回線
混雑の影響を受けずに即座に受信することができるシ
ステムです。

○　今後、他の携帯電話事業者についても同様
　のサービスの提供を始めた場合には、順次導
　入していく予定です。
○　受信可能な機種や設定方法など、詳しくは
　携帯電話購入店にお問い合わせください。

　平成 20 年 11 月以降のエリアメール対応機種は、購
入いただいた時点で「受信設定」が「ＯＮ」（利用する）
となっています。それ以前の対応機種では「受信設定」
を「ＯＮ」に変更する必要があります。　

「エリアメール」とは

その他

エリアメールの受信設定について 特徴

・申込不要

・通信料、月額使用料、情報料は無料

災害などの情報を

すばやくキャッチ！

※　設定方法は機種によって異なり
　ますので、詳しくは取扱説明書で
　ご確認ください。

エリアメールの設定・確認

①「メール」

 　「緊急速報「エリアメール」設定」

③注意事項を確認の上「受信する」を選択

②受信設定を選択

住宅防火　いのちを守るポイント住宅用火災警報器の設置について

春季全国火災予防運動
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◎大口方面団　
【大 口 地 区】　日　時　３月１日（木）18 時 30 分
　　　　　　　場　所　・大口高校北側神池付近
　　　　　　　　　　　・大口東小北側夫婦池付近

【山 野 地 区】　日　時　３月１日（木）19 時 30 分
　　　　　　　場　所　小木原タケミ看板店付近

【羽 月 地 区】　日　時　３月２日（金）18 時 30 分
　　　　　　　場　所　八代公民館付近

【西太良地区】　日　時　３月２日（金）19 時 30 分
　　　　　　　場　所　馬場班詰所南側針持川高野橋付近
◎菱刈方面団　日　時　３月４日（日）６時
　　　　　　　場　所　湯之尾菱刈鉱山山田坑道路入口付近

区演
程習日各地

春季全国火災予防運動
期　間　３月１日（木）～７日（水）

『 消したはず　決めつけないで　もう一度 』

　春季全国火災予防運動期間に次のとお
り、市内各地域で火災消火演習を行いま
す。演習の際、演習地区のサイレン吹鳴
及び、消防自動車がサイレンを鳴らして
走りますので、火災とお間違いのないよ
うご注意ください。
問い合わせ先　
伊佐湧水消防組合大口署　☎�０１１９
伊佐湧水消防組合菱刈分遣所

☎�００８５
市総務課消防防災係

☎�１３１１○内　　１１１８

銀　　賞　米森奬（曽木小１年） 　　　　　    木地山智也（牛尾小１年）                竹之内直人（大口東小２年）
　　　　　井ノ上晟大（平出水小２年）　　　緒方省吾（針持小３年）　　　　　紙屋心凪（曽木小４年）
　　　　　沖田千春（曽木小５年）　　　　　岩崎大樹（羽月西小５年）　　　　村岡さゆみ（針持小６年）
　　　　　宮内麻美（明光学園１年）　　　　齋藤らら（明光学園２年）　　　　田島茜（菱刈中２年）
　　　　　白石優子（明光学園３年）　　　　仲吉舞（明光学園３年）

銅　　賞　福﨑彩乃（大口小１年）　　　　　田口琴子（羽月小１年）　　　　　水元綾穏 （田中小１年）
　　　　　新屋亮太（牛尾小２年）　　　　　下津曲斗真（大口東小２年）　　　竹山寛人（牛尾小３年）
　　　　　竹ノ内夏未（平出水小３年）　　　西本聖真（菱刈小３年）　　　　　野添夢（曽木小４年）
　　　　　松下耀馬（菱刈小４年）　　　　　竹之内夕依（田中小４年）　　　　髙濵舶瑛（大口小５年）
　　　　　川原希来莉（羽月小５年）　　　　福元愛梨（大口小６年）　　　　　宮下静香（曽木小６年）
　　　　　二渡寿樹（大口東小６年）　　　　馬関美憂（明光学園２年）　　　　吉野純礼（明光学園２年）
　　　　　久保田杏菜（菱刈中２年） 　　　    平野陽風（明光学園３年）

金　　賞　肱岡悠熙（牛尾小１年）　　　　　吉満日和（大口小２年）　　　　　野添空（曽木小６年）
　　　　　山脇菜々子（明光学園１年）　　　川端真実江（明光学園２年）　　　松田美優（明光学園３年）

消防長賞　冨永空璃（曽木小１年）
　　　　　濱田美和（山野小６年）
　　　　　下口彩音（明光学園１年）

奨 励 賞　福山優太（牛尾小３年）
　　　　　畑中瑠菜（羽月西小４年）

　伊佐湧水消防組合が募集した防火ポスターコンクールに、
次の方々が入賞しました。（市内小・中学校のみ、敬称略）

展示期間・場所　○３月１日（木）～  ７日（水）  市役所菱刈庁舎１階玄関ロビー
　　　　　　　　　※菱刈地区内小中学校の児童・生徒の作品
　　　　　　　　○３月３日（土）～ 11 日（日）   大口ふれあいセンター２階展示ギャラリー及び１階展示場
　　　　　　　　　※大口・山野・羽月・西太良地区内小中学校の児童・生徒の作品　

防火ポスターコンクール
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行政からのお知らせ

軽自動車税及び原動機付自転車等の廃車手続きについて

平成 22年度介護保険特別会計報告
　介護保険は、介護が必要な人や介護する家族の負担を社会全体で支え、介護が必要になっても住み
慣れた地域で、できる限り自立した生活を送るためにつくられた制度です。そのため、従来の要介護
サービスに加えて、平成 18 年度から介護予防を目的とした要支援サービスを実施し、要介護状態に
ならないように介護予防事業も取り組んでいます。
　皆さまに、保険給付の状況など保険財政の内容をご理解いただき、適正かつ健全な介護保険制度運
営を行うため平成 22 年度実績の報告をします。      

問い合わせ先　市長寿支援課介護保険係　　☎�１３１１○内　　１２２６

歳　入　　29 億 3,560 万 5 千円

 保険料     3 億 7,729 万９千円
 国庫支出金     8 億    958 万６千円
 県支出金     4 億 2,485 万７千円
 支払基金交付金     8 億 1,873 万４千円
 繰入金     4 億 4,640 万９千円
 繰越金                     5,770 万円
 諸収入ほか                         102 万円
 計    29 億 3,560 万５千円

歳　出　　28 億 7,172 万４千円

 総務費     　   9,917 万３千円
 保険給付費    　　26 億 3,593 万円
 地域支援事業費             7,335 万 1 千円
 保健福祉事業費                   720 万 3 千円
 諸支出金              5,302 万７千円
 基金積立金              　　   304 万円
 計    28 億 7,172 万４千円

平成 22 年度介護保険特別会計の収支決算

介護老人福祉施設
　22.4％

介護老人保健施設
　17.1％

介護療養型
医療施設

8.9％

地域密着型
サービス
14.2％

訪問介護  4.5％

在宅施設

歳出
通所介護  5.6％

福祉用具・住宅改修　2.5％

短期入所  1.4％

訪問看護  0.9％

訪問リハビリテーション  0.1％

その他 
13.3％

サービスサービス
51.6％48.4％

通所リハビリ
テーション
　9.1％

平成 22 年度保険給付費の歳出内訳

総額  26 億 3,593 万円

　軽自動車及び原動機付自転車等を売却・譲渡・盗難・廃車・解体等で使用していない場合は、廃車ま
たは変更の手続きが必要です。軽自動車税は毎年４月１日が課税の基準日となっていますので、この基
準日までに廃車等の手続きが行われない場合は課税の対象となります。早めの手続きをお願いします。

◆　市税務課（大口庁舎）・市地域総務課（菱
　刈庁舎）で手続きできる車種
　○原動機付自転車（50 cc ～ 125cc）
　○小型特殊自動車（農耕作業用等）
　○ミニカー
必要なもの　所有者の印鑑及びナンバープレート
　　　　　　（紛失の場合は、弁償金 200 円）
手続・問い合わせ先

市税務課市民税係　　　☎�１３１１○内　１１８９

◆鹿児島県軽自動車協会で手続きできる車種
　軽自動車・軽二輪車（126cc ～ 250cc）
問い合わせ先　☎０９９・２６１・４０１１

◆鹿児島県運輸支局で手続きできる車種
　二輪の小型自動車（250cc を超えるもの）
問い合わせ先　☎０５０・５５４０・２０８９
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Government Infomation

　団地名 戸数 間取り 使用料（円）
 崎山団地 ２ ３ＤＫ 13,300 ～
 針持団地 ２ ３ＤＫ 13,500 ～
 郡山団地 ４ ３ＤＫ 10,100 ～
 重留西第１団地 １ ３ＤＫ 18,500 ～
 重留西第 2 団地 １ ３ＤＫ 20,800 ～
 瓜之峰第１団地 １ ３ＤＫ 12,100 ～
 湯之尾団地 １ ３ＤＫ 15,000 ～

申込・問い合わせ先　市建設課住宅係（菱刈庁舎）
☎�１３１１○内　　２２２７・２２２８

団地名 戸数 間取り 使用料（円）
 こっがら団地（世帯用） ５ ３ＬＤＫ 44,000
 こっがら団地（単身用） ３ １ＬＤＫ 29,000

◎公営住宅

◎特定公共賃貸住宅

市営住宅入居者募集

（平成 24 年２月１日現在）

（平成 24 年２月１日現在）

　申込み先着順になります。入居資格に基準があります
ので、詳しくは問い合わせください。

市税・保険料の口座振替手続き完了までの期間

市税・保険料の納付は
便利な口座振替で！

　平成 23 年度の市税・保険料の納付はお済みでしょうか。
　最寄のコンビニエンスストアでも納付できるようになっ
ています。（ただし、後期高齢者医療保険料は納付できま
せん。）また、納め忘れがない安心・確実な「口座振替」
が便利です。

手続きに必要なもの　通帳及び届出印鑑。申請書は各金融機
　　　　　　　　　関・郵便局の窓口に置いてあります。

問い合わせ先　市収納課収納管理係
☎�１３１１○内　　１１９０～１１９２

口座振替の開始　

各金融機関・郵便局から収納
課へ通知がきます。

各金融機関または郵便局からの通知が収納課に
届くまでに１週間ほどかかる場合があります。

各金融機関・郵便局窓口でお
申込みください。

毎月上旬まで

毎月20日まで

翌月納期分の納期限

例）５月納期分から開始するとき
（振替日は５月 31 日）⇒４月 20 日に収納課へ
　　　　　　　　　　　　届いた分まで有効

「こいのぼり」
ください

　毎年、湯之尾滝の上空に、たくさ
んの「こいのぼり」を泳がせていま
すが、劣化等によりその数は不足し
ています。
　今年も新たな仲間を増やすため、
ご家庭で飾らなくなった「こいのぼ
り」がありましたら、ぜひご提供く
ださい。
申出・問い合わせ先
市地域振興課商工観光係　

☎�１３１１○内　　１２５３

第 24 回鹿児島県

子ども芸術祭典

日時・会場
▽３月 23 日（金）19 時開演
　大口ふれあいセンター
▽３月 24 日（土）11 時開演
　南永小学校
▽３月 24 日（土）19 時開演
　西太良コミュニティセンター
▽３月 26 日（月）19 時開演
　平出水小学校
演　　目
　痛快活劇「なんなんなんでマン」
出　　演　劇団風の子九州
入 場 料　前売　1,000 円
　　　　　当日　1,500 円　
　　　　　※３歳以下は無料
チケット・問い合わせ先
大口子ども劇場事務所　

☎�２５１２
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　恒例の「氷の祭典」が、1 月 21・22 日に開催され今回で 17 
回目を迎えました。夜を徹して彫り続けられた氷の彫刻が、幻想
的にライトアップされ、会場を訪れた見物客も彫刻の美しさに見
入っていました。
　会場に作られた長さ 50 ｍの滑り台では、子どもはもちろん大
人も、100 人を超える順番待ちの列に並び楽しんでいました。
　舞台では、威勢の良い“よさこいソーラン”や“和太鼓”の演
舞があり会場を熱く盛り上げました。
　会場の屋台では、焼酎や地元特産品の販売があり、その中でも

“S‐１グルメグランプリ”に参戦した“手羽キング”には行列
ができていました。

アイスカービング
in　伊佐

氷 の

祭典

魅・見・味 せ る
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第４回市民のための健康セミナー

GO ！グリーンナイツジュニア

　２月４日、大口元気こころ館で開催された
健康セミナーでは、北薩病院の医師、薬剤師、
栄養士等による講演や各種健康相談に 120 人
の参加がありました。
　北薩病院には、医師不足の現状の中でも、
急性期の疾患医療をはじめ高度な専門医療、
二次救急医療を提供していただいています。
今後も、市民の安心と安全を確保するために
地域の中核的医療機関として期待していま
す。

　日曜の朝、忠元公園で元気に駆け回る少年
たちを見かけました。彼らは「グリーンナイ
ツジュニア」。小学２～５年生 10 人からなる
タグラグビーチームです。競技は、“危険度
の高いタックルをなくしたラグビー”で、性
別に関係なくプレイできるところが魅力です。
　今はジュニア用のボールで、芝の上を元気
にはしゃぐ小さなラガーマンが、未来へどん
な成長を見せてくれるのか、楽しみに思いま
した。
　活動は毎週日曜の 10 時から 1 時間半ほど
で、小・中学生の仲間を募集中とのこと。興
味のある方は、市広報係へお問い合わせくだ
さい。

　白木神社（県指定文化財）の茅葺き屋根で、
特に傷みの激しい北・西側２面の葺き替えが
10 年ぶりに行われました。昭和 28 年頃まで
は、地域でカヤを持ち寄り共同で作業してい
ましたが、カヤの減少や高齢化のため作業が
困難になり、前回はえびの市の業者、今回は、
県内で唯一技術を継承する“知覧町茅葺技術
保存会”に依頼し、１月 30 日から 10 日間、
泊り込みで作業していただきました。
　減少しているカヤも、同保存会が南九州市
から持ち込み、黒ずんでいた２面を美しく変
身させました。

黄金色の茅
かや

葺
ぶ

き屋根 春よ、早く来い！

　大寒波の襲来によって心配されるのは、東
北の被災地のことです。春を待つ間に少しで
も「暖」をとる手助けになればと、大重鉄工
所（菱刈花北）のご協力により、焼き芋機８
機、伊佐市からは、サツマイモ 80kg を支援
物資として送りました。
　“ホクホク”の焼き芋で、あたたまってく
れるといいなぁ。
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最後の“北っ子サタデーワーク”

体育館に歓声

　２月 18 日、羽月北小学校 6 年生が、先生
や保護者とともに鳥神岡登山にチャレンジし
ました。
　冷たい風を頬に受けながら、ゆっくりしっ
かり歩を進め、40 分かけて登りきりました。
　頂上からの景色は、小雪の舞う中うっすら
見える伊佐平野が神秘的で、忘れられない思
い出がまた増えました。
　楽しかった羽月北小学校での生活も、今月
までとなった 6 年生 2 人が卒業すると、来
年度は新入生がいないため、休校となります。

“またいつか、校舎に笑い声が響くまで ･･･”
しばらくの間お休みです。

　２月 12 日、伊佐市総合体育館と体育セン
ターで軽スポーツ大会が行われ、ミニバレー
ボール・公式ワナゲ・スポーツ玉入れの三種
目を競い合いました。
　準備運動の後、各会場へ移動し競技開始。
和気あいあい、珍・好プレーの続出に体育館
には、参加者や応援団の歓声が響きました。
結果は次のとおりです。
ミニバレーボール　優勝：羽月
公式ワナゲ　　　　優勝：羽月
スポーツ玉入れ　　優勝：平出水Ｂ

2.4mSv（ミリシーベルト）て何？

　２月 13 日、伊佐農林高校で“防災・減災
フォーラム”がありました。
　講師は、同校卒業生の石原昭紀さん（諏訪
馬場）で、林野庁を退職、現在は県地域防災
推進委員に認定されています。
　退職前の５年間は、経済産業省川内原子力
検査官として勤務され、その経験を今年卒業
する３年生に、放射線量などの原子力につい
て講話をし、「いつ災害が起こるかわかりま
せん。自分を守る事が大切です。」と話され
ました。

あまくておいしいね

　１月 25 日、本城幼稚園の園児約 40 人は、
菱刈南浦の「ファームかめわり」さんから招
待され、イチゴ狩りを体験しました。
　雪が散らつく寒い日でしたが、あたたかい
ビニールハウスの中では、競争するかのよう
に真っ赤なイチゴを摘み取り、口いっぱいに
ほおばっていました。味わう園児たちの「あ
まーい」という歓声に、招待してくれた亀割
さんご夫婦もにっこり、笑顔でした。
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伊
佐
市
に
は
、
２
７
９
の
自
治
会
組

織
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
が
５
割
以
上
を
占
め
る
「
限

界
集
落
」
と
言
わ
れ
る
自
治
会
は
、
59

あ
り
全
体
の
２
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
自
治
会
を
構
成
す
る
世
帯
も
過

疎
化
な
ど
の
影
響
に
よ
り
減
少
を
つ
づ

け
て
お
り
、
30
世
帯
を
下
回
る
自
治
会

が
全
体
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
近
年
、
転
入
者
や
若
年
層
が

自
治
会
に
入
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
増
え
て

お
り
、
自
治
会
の
運
営
は
厳
し
い
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。

☆
「
未
来
に
向
け
て
」

　
過
疎
化
や
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
個
々

の
自
治
会
が
衰
退
し
て
い
く
の
は
当
然

で
す
。
し
か
し
「
し
ょ
う
が
な
い
」
と

あ
き
ら
め
る
の
か
・
・

　
い
い
え
地
域
で
は
今
、
複
数
の
自
治

会
で
行
事
を
運
営
す
る
ケ
ー
ス
や
、
新

た
な
行
事
を
作
り
運
営
す
る
こ
と
で
元

気
に
な
っ
て
い
る
地
域
も
出
て
き
て
い

ま
す
。

　
衰
退
し
て
い
く
か
ら
こ
そ
、
ご
近
所

『
結
い
の
ま
ち
』

問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係

　
☎
�
１
３
１
１
○内　
１
１
２
７

～
と
も
に
支
え
あ
う　

ま
ち
づ
く
り
～

同
士
、
隣
合
う
自
治
会
同
士
で
、
互

い
に
支
え
あ
う
「
結
い
」
の
力
が
見

直
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
中
心
と

な
る
の
が
「
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
」
で
す
。

　
運
営
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
の
代
表

者
が
関
わ
っ
て
お
り
、
校
区
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
計
画
、
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
、
あ
な
た
も
住
ん
で

い
る
校
区
の
活
動
に
、
参
加
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

「
古
老
の
こ
と
ば
」

　
高
齢
化
は
、
悪
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
が
、
私
は
高
齢
化
の
お
か

げ
で
、
81
歳
に
な
っ
た
今
で
も
い
ろ
い

ろ
な
行
事
に
必
要
と
さ
れ
、
活
躍
で
き

る
！
あ
り
が
た
い
！

第８回本城おきな草春まつり
日　時　３月 11 日（日）10:00 ～ 15:00
場　所　本城小学校周辺
内　容　おきな草苗ほか農産物販売、抽選会
問い合わせ先　
本城校区コミュニティ協議会　☎�４６３９

第２回ウォーク in 曽木
日　時　３月 11 日（日）9:00 スタート
コース　曽木の滝周辺（フル：9.3km、ショート：6.4km）
問い合わせ先　
曽木校区コミュニティ協議会

☎�１１２１（月・水・金に限る）

第５回ウォーク in 針持
日　時　３月 20 日（火）10:30 スタート
コース　関白陣周辺　8km
参加費　500 円
申込期限　３月 12 日（月）　
申込・問い合わせ先　針持校区コミュニティ
協議会　☎�２６６２（月・水・金に限る）

第 15回ウォーク in 田中
日　時　３月 18 日（日）9:30 スタート
コース　田中校区周辺（フル：12.2km、ハーフ：7.3km）
参加費　一般：1,000 円　高校生以下：500 円
申込期限　３月９日（金）
申込・問い合わせ先　
田中校区コミュニティ協議会　☎�５２８８

コミュニティ通信

第
３
回

●　イベント情報などは、各校区のコミュニティ協議会を通じてご連絡ください。毎月 10 日締切で、
　翌月号のこのコーナーで紹介します。
※内容や紙面の都合により、掲載できない場合もあります。

ウォーキングでは、無料昼食や
記念品など特典いろいろです！
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問
い
合
わ
せ
先

　
市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係

　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
１
２
８

問
い
合
わ
せ
先

　
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
市
地
域
振
興
課
内
）　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
５
９

男
女
共
同
参
画
社
会

　
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
で
は
「
男

女
共
同
参
画
に
よ
る
日
本
再
生
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
女
性
が

も
っ
と
活
躍
す
る
と
、
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
に
お
い
て
女
性
が
参
画
し
、

そ
の
視
点
を
加
え
る
こ
と
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
よ
り
男
女
の
働

き
方
や
生
き
方
を
変
え
る
こ
と
等
、
女

性
が
日
本
再
生
の
担
い
手
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
、
元
気
な
日

本
を
取
り
戻
す
鍵
と
な
り
ま
す
。

募
集
内
容

　「
男
女
共
同
参
画
に
よ
る
日
本
再
生
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

応
募
資
格

　
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
個
人
に
よ
る
も
の
で
未
発
表
の
自

作
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

応
募
期
限

　
３
月
30
日
（
金
）
必
着

応
募
方
法

　
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
１
通
に

黄
色
い
リ
ボ
ン
�

１
作
品
と
し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、
次

の
宛
先
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
お
ひ

と
り
何
作
品
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
先

〒
１
０
０
―
８
９
１
４

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
―
６
―
１

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
「
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
募
集
係
」
あ
て

０
３
・
３
５
８
１
・
９
５
６
６

http://w
w

w
.gender.go.jp/

女
性
サ
ロ
ン
室

　

　
女
性
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、

あ
な
た
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

開
催
日

　
３
月
７
日
（
水
）・
21
日
（
水
）

時
　
間

　
13
時
30
分
～
16
時

場
　
所

　
大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

　
今
回
は
、
伊
佐
市
内
で
実
際
に
あ
っ

た
Ｓ
Ｆ
商
法（
通
称
：
ハ
イ
ハ
イ
学
校
）

の
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
平
成
23
年

10
月
と
１
月
に
同
一
業
者
の
相
談
が
あ

り
ま
し
た
。

【
事
例
】

　
10
月
16
日
の
３
時
頃
、
庭
に
出
て
い

た
ら
、
福
岡
ナ
ン
バ
ー
の
ワ
ゴ
ン
車
が

車
道
に
停
ま
っ
て
、
運
転
席
の
男
性

が
「
12
月
か
ら
移
動
販
売
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
挨
拶
に
来
ま
し
た
」
と

言
っ
た
。「
ま
た
４
時
に
こ
こ
に
来
て

く
だ
さ
い
」
と
し
つ
こ
く
言
っ
た
の
で

行
っ
て
み
た
ら
、「
食
料
品
の
紹
介
を

す
る
の
で
屋
根
付
き
で
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
ち
ょ
っ
と
お
宅
の
倉
庫
を
貸
し

て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
、
私
が
返
事

を
し
な
い
う
ち
に
台
や
椅
子
を
く
っ
つ

け
て
並
べ
始
め
た
。
最
初
は
日
用
品
を

配
っ
て
い
た
が
、
最
後
に
温
熱
治
療
器

の
紹
介
に
な
っ
た
。
一
人
ひ
と
り
に
体

験
さ
せ
、「
い
い
で
し
ょ
う
。
い
い
で

し
ょ
う
。
こ
れ
は
お
金
が
い
る
ん
で
す

よ
」
と
勧
め
て
き
た
。
７
人
（
夫
婦
３

組
と
１
人
）
し
か
お
ら
ず
、
ま
た
、
後

平
成
24
年
度
　
男
女
共
同
参
画
週
間

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集
!!

Ｓ
Ｆ
商
法
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス

ろ
に
は
業
者
が

３
人
立
っ
て
い
て
、

身
動
き
が
取
れ
な

い
状
態
で
契
約
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

家
に
業
者
が
つ
い
て
い
っ
て
契
約
書
を

書
か
せ
た
よ
う
だ
。
夜
、
冷
静
に
な
っ

て
考
え
て
み
る
と
高
額
で
必
要
な
い
と

思
っ
た
の
で
解
約
し
た
い
。

（
60
歳
代
女
性
）

【
結
果
】

　
契
約
し
た
翌
日
の
相
談
だ
っ
た
の
で
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
手
続
き
を
し
て

商
品
は
着
払
い
で
返
品
し
ま
し
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

○
粗
品
や
引
換
券
で
誘
わ
れ
て
も
、
安

　
易
に
指
定
さ
れ
た
場
所
に
行
か
な
い

　
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
必
要
で
な
い
も
の
は
は
っ
き
り
断
り

　
ま
し
ょ
う
。

○
空
き
店
舗
な
ど
を
利
用
し
て
長
期
間

　
営
業
す
る
タ
イ
プ
も
あ
り
ま
す
。

○
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め

　
て
８
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が

　
で
き
ま
す
。

ハ
イ
！

ハ
イ
！

ハ
イ
！
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問
い
合
わ
せ
先

　
市
健
康
増
進
課
保
健
指
導
係

　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
５

健
康
の
コ
ー
ナ
ー

気づいてください

こころのサイン

く
わ
ず
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
本
人
や
周
囲
の
人
が

心
の
病
気
に
気
づ
か
な
い
こ
と

が
多
い
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
サ
イ
ン
が
多
く

見
ら
れ
る
場
合
は
、
専
門
家
へ

の
相
談
を
お
勧
め
し
ま
す
。

＊
う
つ
病
の
症
状
（
気
分
が
沈

　
む
、
自
分
を
責
め
る
、
仕
事

　
の
能
率
が
落
ち
る
、
不
眠
が

　
続
く
な
ど
）

＊
原
因
不
明
の
身
体
の
不
調
が

　
長
引
く

＊
ア
ル
コ
ー
ル
量
が
増
え
る

＊
安
全
や
健
康
が
保
て
な
い（
自

　
分
の
健
康
に
配
慮
し
な
い
）

＊
仕
事
の
負
担
が
急
に
増
え
る
、

　
大
き
な
失
敗
を
す
る
、
職
を

　
失
う

＊
職
場
や
家
庭
で
サ
ポ
ー
ト
が

　
得
ら
れ
な
い

＊
本
人
に
と
っ
て
価
値
の
あ
る

　
も
の
（
職
、
地
位
、
家
族
、

　
財
産
な
ど
）
を
失
う

＊
重
い
病
気
に
か
か
る

　
毎
年
、
全
国
で
３
万
人
以
上

の
人
が
自
ら
命
を
絶
っ
て
い
る

こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
心
に
た
ま
っ
た
疲
れ
を
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
心
身
に

さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
が
及
び
ま

す
が
、
も
っ
と
も
不
幸
な
出
来

事
の
一
つ
が
自
殺
で
す
。

　
個
人
の
自
由
な
意
志
や
選
択

の
結
果
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
に
よ
っ
て
、
心
理
的
に

追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
で
す
。

死
に
た
い
と
考
え
て
い
る
人
も
、

心
の
中
で
は「
助
け
て
欲
し
い
・

生
き
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
と

の
間
で
激
し
く
揺
れ
動
き
、
何

ら
か
の
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

★
身
体
や
こ
こ
ろ
の
不
調
に
心

　
あ
た
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
自
ら
命
を
絶
っ
た
人
の
多
く

は
何
ら
か
の
心
の
病
を
抱
え
て

い
る
の
で
す
が
、

精
神
科
や
心
療

内
科
な
ど
を
受

診
し
た
人
は
ご

＊
自
殺
を
口
に
す
る

＊
自
殺
未
遂
に
及
ぶ

（
厚
生
労
働
省
「
自
殺
予
防
の
10
か
条
」
か
ら
）

　
あ
な
た
の
周
り
の
人
が
『
い
つ
も
と
違
う
』
時
は
、
ま
ず

は
声
を
か
け
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
そ

し
て
、
本
人
の
気
持
ち
を

尊
重
し
、
話
を
聴
い
て
く

だ
さ
い
。

　
周
囲
の
温
か
い
支
え
が

孤
立
し
た
気
持
ち
を
少
し

で
も
和
ら
げ
て
く
れ
る
と

思
い
ま
す
。

日
　
時

　
３
月
20
日
（
火
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
　
所

　
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

講
　
師

　
野
添
新
一
氏

　
　
　
　
志
學
館
大
学
人
間
関
係
学
部
教
授

対
象
者

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

市
健
康
増
進
課
保
健
指
導
係

　
　
　

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
１
２

心
の
健
康
づ
く
り
講
演
会
の
お
知
ら
せ

ハァ～
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レ シ ピ

　
①　材料は一口大に切る。
②　干しいたけは水で戻して千切り、戻し汁は
　だし汁に使う。
③　鍋に油を熱し、鶏肉・きくらげ・しいたけ
　を炒め、かたい野菜の順に炒めていく。
④　③にだし汁を入れ煮る。煮えたら味噌を入
　れ、味を調え最後にねぎを入れる。

〈作り方〉

「さつま汁」
鹿児島で採れた野菜をたっぷりと

「かごしまのおかず（開港舎）」より

｢ 郷土の食材と料理」

た
食
育
の
す
す
め
方
、
○
食
と
健
康
を

テ
ー
マ
に
、
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
鹿
児

島
弁
の
気
さ
く
な
講
演
に
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
参
加
者
か
ら
多
く
の
質
問
が
あ

り
、
終
了
時
間
を
大
幅
に
オ
ー
バ
ー
す

る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た

が
、
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
地
域
に
お
い
て
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
食
育
を
推
進

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
食
習
慣

や
食
文
化
を
理
解
し
、
地
域
に
密
着
し

た
取
組
み
が
重
要
で
す
。

　
今
回
か
ら
連
続
で
、
鹿
児
島
県
の
食

生
活
改
善
推
進
員
の
協
力
で
発
行
さ
れ

た
「
郷
土
の
食
材
と
料
理
‐
か
ご
し
ま

の
お
か
ず
‐（
開
港
舎
発
行
）」
か
ら
、

四
季
折
々
の
鹿
児
島
の
味
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

からだに栄養
伊佐の味 食生

おいしいものでいきいき笑顔になるなる

Vol.17

さ
つ
ま
汁

　
平
成
22
年
９
月
に
発
足
し
た
「
伊
佐

市
食
育
推
進
協
議
会
」
は
、
食
育
・
地

産
地
消
に
取
組
む
団
体
や
教
育
・
行
政

関
係
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
協
議
会
と
協
力
し
て

策
定
し
た
「
伊
佐
市
食
育
推
進
計
画
」

を
も
と
に
、
地
域
特
有
の
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
と
豊
か
な
食
物
を
活
か
し
な
が

ら
、
食
育
推
進
に
関
す
る
取
組
み
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
１
月
13

日
、
大
口
元
気
こ
こ
ろ
館
で
、
協
議
会

メ
ン
バ
ー
の
ほ
か
、
食
育
に
興
味
の
あ

る
人
々
が
集
っ
て
「
平
成
23
年
度
伊

佐
市
食
育
推
進
講
演

会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
参
加
者
た
ち
を
、

終
始
笑
い
で
包
ん
だ

講
師
は
、
志
學
館
大
学
人
間
関
係
学
部

教
授
で
、
日
本
近
世
・
近
代
史
を
専
門

と
す
る
原
口
泉
先
生
で
す
。

　
薩
摩
藩
の
歴
史
に
も
精
通
し
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
翔
ぶ
が
如
く
」「
篤

姫
」
な
ど
の
時
代
考
証
も
担
当
さ
れ
た

先
生
な
ら
で
は
の
講
演
会
は
、
○
鹿
児

島
の
食
文
化
、
○
地
域
食
材
を
活
用
し

〈材　料〉　（４人分）
鶏もも肉　　　60 ｇ　　   干しいたけ      10 ｇ
ねぎ　　　　　10 ｇ          きくらげ            5 ｇ
こんにゃく　　50 ｇ          ごぼう               50 ｇ
だいこん　　　50 ｇ          さといも           50 ｇ
揚げ豆腐　　　50 ｇ　　   かぼちゃ        100 ｇ
にんじん　　　30 ｇ          味噌                 50 ｇ
しいたけの戻し汁＋水       ４カップ
油　　適量　　砂糖　　少々　　酒　　少々
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本】【ご利用案内】
　伊佐市、旧横川町、湧水町、さつま町
に在住か、伊佐市内に通勤・通学をして
いる人であれば借りられます。
　図書利用カード作成のため、免許証な
ど、本人を確認できるものをご持参くだ
さい。
開館時間
午前９時～午後６時（火曜日～土曜日）
午前９時～午後５時（日曜、祝日）
休館日
毎週月曜日（ただし、祝日の場合翌日）
年末年始（12 月 28 日～１月４日）

【おすすめの一冊】
共喰い　田中慎弥　（出版：集英社）
　川辺の町で起こる、逃げ場のない血と性の濃
密な物語を描いた表題作と、死にゆく者と育っ
てゆく者が織りなす太古からの日々の営みを丁
寧に描いた「第三紀層の魚」を収録。　　　　

　（新刊全点案内より引用）

【３月の休館日】
３月     ５日（月）・12 日（月）
　　 19 日（月）  ・26 日（月）

【　児　童　】
ピーターサンドさんのねこ ルイス・スロボドキン
バーティミアス  ソロモンの指輪１　フェニックス編 ジョナサン・ストラウド
あかちゃんになったおばあさん いもとようこ
としょかんねずみ ダニエル・カーク
忍たま乱太郎、にんじゅつ学園の文化祭の段 尼子騒兵衛

【　一　般　】
道化師の蝶 円城塔
無双の花 葉室麟
プリティが多すぎる 大崎梢
羅針 楡周平
とれたて野菜レシピ 植松良枝

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば
日　時　３月 24 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　伊佐市立大口図書館

おはなしボランティア募集
　市立図書館では、保育園、幼稚園、小学校を対象に、絵
本や紙芝居などの読み聞かせ活動を、ボランティアの皆さ
んと実施しています。
　自らも楽しみ、子どもたちの笑顔を見ながら本の読み聞
かせ活動に参加しませんか。
申込・問い合わせ先　大口図書館　　　　　☎�０４１７

【図書館へ献本】
宮川明美さん　　（停車場）
新薗眞智子さん　（下目丸）　
永山保雄さん　　（尾ノ上）
黒松武藏さん　　（鹿児島市）
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伊佐市からのお知らせ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
申
請
受
付
が
始
ま
り
ま
す

　
４
月
か
ら
新
規
利
用
希
望
の
人
、
継
続
し

て
利
用
を
希
望
す
る
人
と
も
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

対
象
者

　
保
護
者
が
労
働
等
で
昼
間
家
庭
に
い
な
い

小
学
１
～
３
年
生
の
就
学
児
童
（
４
年
生
以

上
も
利
用
で
き
ま
す
）

実
施
ク
ラ
ブ

▽
ふ
れ
あ
い
児
童
ク
ラ
ブ（
み
ど
り
保
育
園
内
）

▽
山
野
児
童
ク
ラ
ブ

　
　（
山
野
小
学
校
内
）

▽
羽
月
児
童
ク
ラ
ブ

　
　（
羽
月
小
学
校
内
）

▽
曽
木
児
童
ク
ラ
ブ

　
　（
曽
木
小
学
校
内
）

▽
平
出
水
児
童
ク
ラ
ブ（
平
出
水
小
学
校
内
）

▽
大
口
東
児
童
ク
ラ
ブ（
大
口
東
小
学
校
内
）

▽
牛
尾
児
童
ク
ラ
ブ

　
　（
牛
尾
小
学
校
内
）

▽
勝
蓮
寺
児
童
ク
ラ
ブ

　
　（
勝
蓮
寺
近
く
）

久
七
ト
ン
ネ
ル
全
面
通
行
止
め

　
防
災
訓
練
の
た
め
、
久
七
ト
ン
ネ
ル
が
全

面
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。

日
　
　
時

　
３
月
９
日
（
金
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

迂
回
路

　
旧
国
道
２
６
７
号
線

問
い
合
わ
せ
先

姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
建
設
部
伊
佐
市
駐

在
機
関
用
地
管
理
係

　
　
　
☎
�
５
１
５
８

交
通
災
害
共
済
申
込
み
に
つ
い
て

　
交
通
災
害
共
済
は
、
交
通
事
故
（
自
損
事

故
・
自
転
車
に
よ
る
事
故
も
含
む
）
で
け
が

を
し
た
場
合
な
ど
に
、
加
入
者
本
人
に
見
舞

金
が
支
払
わ
れ
る
制
度
で
す
。

　
市
民
全
員
に
平
成
24
年
度
の
交
通
災
害
共

済
加
入
申
込
書
兼
納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
万
が
一
に
備
え
て
家
族
ぐ
る
み
の
ご

加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

共
済
期
間

　
平
成
24
年
4
月
1
日
～

　
　
　
　
　
平
成
25
年
3
月
31 

日

お
知
ら
せ

※
4
月
1
日
以
降
に
加
入
さ
れ
た
場
合
は
、

　
会
費
納
付
の
翌
日
～
平
成
25
年
3
月
31 

日

会
　
　
費

　
１
人
５
０
０
円

納
付
場
所

　
市
役
所
内
の
公
金
取
扱
所
ま
た
は
市
内
の

金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
不
可
）

見
舞
金
額

　
通
院
日
数
等
に
応
じ
て
2
万
5
千
円
～
１

０
０
万
円

問
い
合
わ
せ
先

市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
２
７

　
国
土
交
通
省
川
内
川
河
川
事
務
所
が
行
う

河
川
改
修
工
事
の
建
設
発
生
土
を
受
け
入
れ

る
候
補
地
を
公
募
し
ま
す
。

公
募
対
象

　
法
人
・
個
人
を
問
い
ま
せ
ん
。

公
募
期
限

　
３
月
30
日
（
金
）

申
込
方
法

　
市
建
設
課
に
あ
る
申
込
書
を
提

　
　
　
　
　
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
入
条
件

①
受
け
入
れ
は
無
償
で
す
。

②
受
け
入
れ
土
量
は
原
則
と
し
て
１
０
、
０

　
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

③
法
令
上
の
問
題
（
農
地
法
・
林
地
法
等
の

　
許
可
の
取
得
）

　
※
土
砂
の
搬
入
に
よ
り
農
地
の
用
途
が
変

　
　
わ
る
場
合
に
は
農
業
委
員
会
へ
の
届
け

　
　
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

④
大
型
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
（
10
ｔ
車
）
で
の

　
搬
入
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

⑤
建
設
発
生
土
の
土
質
的
条
件
は
指
定
で
き

　
ま
せ
ん
。

⑥
建
設
発
生
土
の
運
搬
及
び
敷
き
均
し
の
み

　
行
い
ま
す
。（
転
圧
締
固
め
は
実
施
し
ま

　
せ
ん
。）

⑦
そ
の
他
疑
義
が
あ
る
場
合
は
協
議
し
ま
す
。

決
定
方
法

河
川
改
修
に
伴
う
建
設
発
生
土
の
無

償
受
け
入
れ
候
補
地
の
公
募

募
　
　
集

　
申
請
場
所
や
諸
条
件
等
を
考
慮
し
、
川
内

川
河
川
事
務
所
と
協
議
の
う
え
、
市
で
決
定

し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
建
設
課
管
理
係
（
菱
刈
庁
舎
）

☎
�
１
３
１
１
○内　　２
２
２
５

　
市
が
使
用
す
る
一
般
業
務
用
封
筒
に
掲
載

す
る
有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
３
月
２
日
（
金
）
～
30
日
（
金
）

封
筒
種
類

※
封
筒
の
色
は
う
ぐ
い
す
色
で
文
字
と
広
告

　
は
一
色
刷
り
で
す
。

申
込
期
限

　
３
月
30
日
（
金
）

申
込
方
法

　
広
告
内
容
に
よ
っ
て
、
掲
載
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
伊
佐
市
封
筒
類
広
告
掲

載
取
扱
要
綱
を
ご
覧
の
う
え
、
市
会
計
課
に

備
え
付
け
の
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
要
綱
及
び
申
込
書
は
伊
佐
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

封
筒
使
用
期
間

　
概
ね
1
年
間
（
使
用
終
了
ま
で
）

そ
の
他

封
筒
広
告
掲
載
の
募
集

封
筒
種
類
広
告
欄
の

大
き
さ

作
成
枚
数

1
枠
当
り

金
額
（
税
込
）
募
集
枠

角形２号
（大封筒）

縦６ cm
×

横  20 cm

30,000 枚

63,000 円

４枠

　
広
告
ス
ペ
ー
ス
欄
外
に
「
伊
佐
市
で
は
、
財

源
確
保
の
た
め
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。」

の
文
字
が
入
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
会
計
課
管
理
係
（
大
口
庁
舎
）　

　

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
８
５
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Isa City Infomation

伊
佐
１
０
０
日
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ン
テ

ス
ト

　
市
全
体
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

タケシタの家造り 検索

エコ住宅の新築・リフォームに

関するご相談や詳細は

お気軽にご連絡下さい。

広告

提携銀行（鹿銀・南銀・JA）の場合、金利がお得に。

　長期優良住宅・フラット 35・35S も可能

フ ル リ フ ォ ー ム 実 施 中

日
　
　
時

　
３
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　
　
18
時
30
分
～
20
時

場
　
　
所

　
大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

　
　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

講
　
　
演

　
高
次
脳
機
能
障
害
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て

講
　
　
師

　
緒
方
敦
子
氏

　
鹿
児
島
大
学
病
院
霧
島
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
医
師

入
場
料

　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

介
護
老
人
保
健
施
設
は
や
ひ
と☎

�
８
０
０
０

市
長
寿
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
２
２

第
４
回
地
域
リ
ハ
ビ
リ
講
演
会

太陽光発電のある暮らし

HP http://takeshitanoie.jp mail：ytake@takeshitanoie.jp

建築設計・施工・製材・水道・建材・サッシ・浄化槽・太陽光発電等

住所 : 伊佐市大口小木原 899 TEL 0995-22-0425

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
さ
ま
へ

　
シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す
る
特

別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　
平
成
22
年
６
月
16
日
現
在
で
日
本
国
籍
を

有
す
る
ご
存
命
の
方
（
同
日
以
降
に
亡
く
な

ら
れ
た
方
は
相
続
人
）

請
求
受
付
期
限

　
３
月
31
日
（
土
）

※
当
日
消
印
有
効

　
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
は
問
い
合
わ

せ
先
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

（独）
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

☎
０
５
７
０
・
０
５
９
・
２
０
４

※
受
付
時
間
：
平
日
９
時
～
18
時
、
土
・
日
、

　
祝
日
は
休
み
で
す
が
、
３
月
31
日
は
受
付

　
け
ま
す
。

▽
湯
之
尾
児
童
ク
ラ
ブ（
湯
之
尾
校
区
公
民
館
）

▽
本
城
児
童
ク
ラ
ブ

　
　（
本
城
小
学
校
内
）

▽
田
中
児
童
ク
ラ
ブ

　（
田
中
小
学
校
近
く
）

自
己
負
担
金

　
あ
り

申
請
方
法

　
　

　
利
用
申
請
書
・
就
労
証
明
書
等
を
市
福
祉

事
務
所
（
大
口
庁
舎
）
ま
た
は
市
地
域
総
務

課
（
菱
刈
庁
舎
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

　
３
月
19
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ
先

市
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
６
３

親
子
ふ
れ
あ
い
映
画
会

期
　
　
日

　
３
月
10
日
（
土
）

場
　
　
所

▽
菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
10
時
～
11
時

▽
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
14
時
～
15
時

入
場
料

　
無
料

内
　
　
容

　
子
ど
も
向
け
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
４
本
立
て

問
い
合
わ
せ
先

　

市
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　
　
　
　
　

☎
�
１
６
１
３

大
口
保
健
所
管
内
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
流
行
発
生
警
報
発
令

　
２
月
７
日
に
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行

発
生
警
報
」
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
さ

ら
に
感
染
者
数
が
増
加
す
る
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
予
防
方
法
と
し
て
日
常
生
活
で
は
栄
養

と
休
養
を
十
分
に
と
り
、
手
洗
い
・
う
が
い

の
励
行
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

等
に
心
が
け
感
染
リ
ス
ク
の
軽
減
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
発
熱
、
悪
感
等
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
症
状
が
出
た
場
合
は
、
早
め
の
医
療
機

関
の
受
診
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
健
康
増
進
課
健
康
推
進
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
１
６

交
通
事
故
の
減
少
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間

　
４
月
１
日
～
７
月
９
日

応
募
資
格

　
伊
佐
市
内
に
居
住
・
通
勤
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー

○
一
般
部
門

　
５
人
１
チ
ー
ム

○
熟
年
部
門

　
２
人
１
チ
ー
ム

募
集
方
法

　
参
加
申
込
書
に
参
加
料（
一
人
７
０
０
円
）

を
添
え
て
３
月
31
日
（
土
）
ま
で
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
警
察
署

　
　
　
　
　
　
☎
�
０
１
１
０

伊
佐
地
区
交
通
安
全
協
会

　
☎
�
６
３
７
０

広告

平成２４年３月１８日オープンします。
※お気軽にご相談ください .

（住所）伊佐市大口堂崎５５９番地２
（電話）０９９５－２９－５２００
（担当）有馬（ありま）・岸良（きしら）

社会福祉法人　大一会
小規模多機能ホーム「よりあい処　いろり」
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伊佐市からのお知らせ

大口高校ラグビー部全九州高等学校新人大会出場！

全国トップレベルの強豪校に奮闘闘  球  魂

大口高校ラグビー部保護者会

たくさんのご声援ありがとうございました。

今大会の出場にあたり、大口高校ラグビー部が活躍することで、皆さま

からのご支援に報い、明るい話題になればと頑張ってまいりました。

奮闘むなしく残念な結果になりましたが、大舞台での貴重な経験と次に

繋がる確かな手応えがありました。今後の成長にご期待ください！
試合結果　大口　0－ 97　長崎北

広告

大
口
明
光
学
園
吹
奏
楽
部

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

日
　
　
時

　
3
月
18
日
（
日
）
14
時
開
演

場
　
　
所

　
伊
佐
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料

　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

大
口
明
光
学
園

　
　
　
　
　
☎
�
０
６
０
９

４
０
０
ml
献
血
に
ご
協
力
を
！

献
血
日
程
　
３
月
16
日
（
金
）

▽
市
役
所
（
菱
刈
庁
舎
）
９
時
30
分
～
12
時

▽
伊
佐
市
医
師
会
立
准
看
護
学
校

　

13
時
30
分
～
16
時

実
施
機
関

　
鹿
児
島
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

　

市
健
康
増
進
課
健
康
推
進
係

　

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
１
６

私達は、37 年来の夢、10 回目の「花園」出場めざし再起動します。これからも、変わらぬご支援をよろしくお願いいたします。

徳
辺
保
育
所
閉
所
式
の
開
催

羽
月
北
小
学
校
休
校
式
の
開
催

　
３
月
31
日
を
も
っ
て
、
閉
所
と
な
り
ま
す

徳
辺
保
育
所
の
閉
所
式
を
行
い
ま
す
。
地
域
、

卒
業
生
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
　
　
時

　
３
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
　
10
時
30
分
～
11
時

場
　
　
所

　
徳
辺
保
育
所

問
い
合
わ
せ
先

　
3
月
31
日
を
も
っ
て
、
休
校
と
な
り
ま
す

羽
月
北
小
学
校
の
休
校
式
を
行
い
ま
す
。
地

域
、
卒
業
生
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
　
　
時

　
3
月
22
日
（
木
）
11
時
～
12
時

場
　
　
所

　
羽
月
北
小
学
校
体
育
館

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
総
務
課

　
　
☎
�
１
５
１
２

　
陸
上
競
技
場
内
の
ト
ラ
ッ
ク
内
は
、
芝
生

養
生
の
た
め
、
次
の
期
間
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

期
　
　
間

　
３
月
19
日
（
月
）
～
７
月
19
日
（
木
）

問
い
合
わ
せ
先

市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
施
設
管
理
係

☎
�
６
３
２
０

伊
佐
市
陸
上
競
技
場
使
用
に
つ
い
て

い
さ
の
お
ん
が
く
た
い

ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト

日
　
　
時

　
３
月
４
日
（
日
）
14
時
開
演

　

会
　
　
場

　
伊
佐
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

　

入
場
料

　
無
料

※
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
入
場
で
き
ま
す
。

出
　
　
演

　
大
口
高
校
音
楽
部

内
　
　
容

　
吹
奏
楽
な
ど

※
当
日
は
大
口
高
校
茶
道
部
が
茶
道
の
お
点

　
前
を
行
い
ま
す
（
無
料
）。 

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
文
化
会
館

　
　
　
　
☎
�
６
３
２
０

農
業
集
落
排
水
（
下
水
道
）
の
届
出

に
つ
い
て

転
出
、
転
入
ま
た
は
転
居
を
さ
れ
る
人
へ

①
現
在
下
水
道
を
使
用
し
て
い
る
人
で
、
転

　
出
ま
た
は
転
居
で
使
用
し
な
く
な
る
場
合

　
は
休
止
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
休
止
届
を
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
転

　
　
出
後
も
使
用
料
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

　
　
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
転
入
ま
た
は
転
居
等
で
ア
パ
ー
ト
等
に
入

　
居
し
、
こ
れ
か
ら
下
水
道
を
使
用
す
る
人

　
は
開
始
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
転
出
転
入
等
に
よ
り
使
用
者
の
人
数
に
変

　
更
が
あ
る
場
合
は
変
更
届
を
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

市
建
設
課
下
水
道
係
（
菱
刈
庁
舎
）

☎
�
１
３
１
１
○内　　２
２
３
２

　
水
道
管
な
ど
の
凍
結
破
損
に
よ
る
漏
水
が

あ
り
、
水
道
使
用
量
が
著
し
く
増
加
し
た
場

合
は
、
申
請
に
よ
り
水
道
料
金
を
減
免
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
水
道
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
水
道
課
管
理
係

　
　

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
９
２
・
１
２
９
３

凍
結
漏
水
に
伴
う
水
道
料
金
減
免
制

度
に
つ
い
て

市
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
６
２
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誕
　
生

 

（
１
月
４
日
～
１
月
27
日
受
付
分
）

岩
下

　
暁あ

き
み
つ満

（
博
満
・
元
町
実
業
）

大
久
保

　
沙さ

き樹
（
晃
樹
・
朝
日
団
地
東
）

小
田
原

　
志し

り
ゅ
う竜

（
雅
俊
・
下
市
山
）

小
田
原

　
誠ま

さ
の
ぶ信

（
宏
・
上
元
町
）

川
野

　
巧た

く
と人

（
将
典
・
元
町
団
地
）

黒
木

　
斗と

う
ま真

（
崇
・
上
市
山
）

御
書

　
光

ひ
か
り

（
篤
・
牛
尾
）

園
田

　
晃こ

う
だ
い大

（
大
介
・
停
車
場
）

竹
村

　
希の

ぞ
み美

（
正
樹
・
朝
日
団
地
）

竪
山

　
貴き

い
と斗

（
貴
文
・
千
束
松
）

地
福

　
司

つ
か
さ

（
秀
一
・
元
町
実
業
）

西
村

　
未み

お央
（
潤
・
牛
尾
）

濱
田

　
真ま

お央
（
興
明
・
上
八
坂
）

真
木

　
英え

い
し
ん芯

（
大
介
・
重
留
東
）

丸
田

　
伊い

ぶ
き雪

（
愛
児
・
忠
元
）

山
田

　
惇じ

ゅ
ん
た太

（
尚
洋
・
朝
日
団
地
東
）

脇
迫

　
優ゆ

う
ま真

（
健
二
・
重
留
西
）

有
川

　
稜り

ょ
う
な奈

（
正
治
・
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
菱
刈
）

※
12
月
９
日
受
付

（
12
月
29
日
～
１
月
31
日
受
付
分
）

大
口
地
区

有
馬

　
實

　
　
　
　
79

　（
木
崎
）

有
満

　
フ
ミ
子

　
　
80

　（
下
目
丸
）

池
畑

　
友
子

　
　
　
84

　（
里
町
）

稲

　
國
子

　
　
　
89

　（
元
町
実
業
）

大
山
口

　
八
重
子

　
88

　（
陣
之
尾
）

川
越

　
和
義

　
　
　
63

　（
西
水
流
）

川
原

　
俊
文

　
　
　
86

　（
木
ノ
氏
）

川
畑

　
壽
吾

　
　
　
91

　（
木
ノ
氏
）

黄
檗

　
國
雄

　
　
　
79

　（
松
ノ
口
）

久
保

　
千
鶴
子

　
　
54

　（
朝
日
町
）

小
久
保

　
章
二

　
　
92

　（
朝
日
町
）

園
川

　
重
夫

　
　
　
70

　（
元
町
団
地
）

田
木

　
雪
代

　
　
　
55

　（
下
青
木
）

大
宮
司

　
美
智
子

　
84

　（
牛
尾
）

寺
下

　
徹
男

　
　
　
74

　（
郡
山
）

西
　
逸
子

　
　
　
　
60

　（
永
野
原
）

西
　
ミ
ヨ

　
　
　
　
91

　（
千
束
松
）

橋
本

　
チ
エ

　
　
　
78

　（
笹
野
）

丸
田

　
一

　
　
　
　
90

　（
忠
元
）

溝
口

　
つ
ゆ
子

　
　
89

　（
木
ノ
氏
）

宮
園

　
美
知
子

　
　
90

　（
水
ノ
手
）

山
野
地
区

今
村

　
ス
エ
子

　
　
71

　（
小
木
原
下
）

宇
留
島

　
フ
ジ
ノ

　
97

　（
小
木
原
東
）

大
迫

　
ヒ
サ
子

　
　
90

　（
停
車
場
）

新
東

　
文
江

　
　
　
92

　（
敬
寿
園
）

竹
添

　
マ
サ
子

　
　
89

　（
上
之
馬
場
）

立
尾

　
武
道

　
　
　
82

　（
境
目
）

箱
崎

　
ツ
ヤ

　
　
　
82

　（
渕
辺
）

平
出
水

　
稔

　
　
　
80

　（
平
出
水
中
央
）

羽
月
地
区

井
ノ
上

　
ヨ
シ
ヱ

　
92

　（
宮
人
）

　
【今月の表紙】　

山
野
小
学
校
で
平
成
22
年
度
か
ら
取
組
ん

で
い
る
“
水
と
森
の
学
校
”
の
活
動
の
中
で
、

今
回
は
、
５
・
６
年
生
40
人
が
参
加
し
、
森

か
ら
流
れ
る
十
曽
川
そ
し
て
東
シ
ナ
海
へ
流

れ
込
む
水
を
元
気
付
け
る
た
め
に
、
２
月
16

日
“
命
を
植
え
る
森
づ
く
り
”
と
し
て
山
野

の
国
有
林
内
に
、
広
葉
樹
約
２
０
０
本
の
植

樹
を
行
い
ま
し
た
。
森
林
が
健
康
そ
し
て
河

川
・
海
も
元
気
に
。
み
な
さ
ん
も
環
境
保
全

に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

上
野

　
敏
子

　
　
　
70

　（
鳥
巣
上
）

奥
薗

　
マ
ツ
エ

　
　
76

　（
駅
前
）

川
畑

　
ヨ
シ

　
　
　
100
　（
大
島
南
）

島
田

　
由
子

　
　
　
80

　（
園
田
）

杉
﨑

　
　
江

　
　
　
83

　（
川
岩
瀬
）

中
山

　
ハ
ツ
ミ

　
　
90

　（
川
岩
瀬
）

野
間

　
サ
チ

　
　
　
87

　（
押
ヶ
段
）

横
山

　
統

　
　
　
　
77

　（
鳥
巣
上
）

若
松

　
武
任

　
　
　
68

　（
金
波
田
上
）

西
太
良
地
区

甲
斐

　
多
美
子

　
　
90

　（
諏
訪
）

川
添

　
春
子

　
　
　
89

　（
針
牟
田
）

吉
永

　
政
子

　
　
　
88

　（
小
谷
）

菱
刈
地
区

赤
﨑

　
キ
ヨ
ト

　
　
81

　（
前
目
麓
）

池
袋

　
厚
男

　
　
　
90

　（
麓
後
）

内
園
田

　
義
信

　
　
73

　（
大
峰
）

神
川

　
松
雄

　
　
　
67

　（
前
目
麓
）

窪
園

　
春
子

　
　
　
98

　（
柳
野
）

窪
田

　
秀
穗

　
　
　
75

　（
徳
辺
上
）

白
男
川

　
み
ど
り

　
46

　（
停
車
場
）

杉
田

　
秀
信

　
　
　
58

　（
共
進
）

鈴
木

　
勝
男

　
　
　
56

　（
徳
辺
上
）

薗
田

　
東
亜
子

　
　
67

　（
田
中
上
）

竹
ノ
内

　
年
衟

　
　
74

　（
柳
野
）

中
村

　
信
一

　
　
　
66

　（
下
馬
場
）

橋
ノ
口

　
ハ
ル

　
　
82

　（
荒
田
上
）

平
瀨

　
好
幸

　
　
　
91

　（
重
留
南
）

深
田

　
米
滿

　
　
　
76

　（
共
進
）

前
田

　
政
哉

　
　
　
83

　（
親
交
今
市
）

原
　
載
榮

　
　
　
　
90

　（
湯
之
元
）

☎22-0０８０ 
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人口のうごき

H24. ２. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）

総人口　29,571 人　  （－    19）
　男　　13,679 人　  （－     7）
　女　　15,892 人　  （－     12）
世帯数　14,237 世帯  （－     11）

◆ ◆

　
昨
年
の
今
頃
、
私
は
激
痛
の
た
め
病
院
通
い
で
、

理
由
は
“
帯
状
疱
疹
”
か
ら
の
頭
痛
と
右
上
半
身

の
神
経
痛
。
最
初
に
先
生
が
「
ス
ト
レ
ス
・
過
労

が
原
因
で
す
ね
。」
と
言
っ
た
時
、“
は
ぁ
～
!?
私

が
ス
ト
レ
ス
？
”
と
、
自
分
に
は
縁
の
な
か
っ
た

言
葉
に
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、
頭
の
中

と
は
う
ら
は
ら
に
心
と
身
体
は
正
直
だ
っ
た
よ
う

で
す
。

　
仕
事
も
楽
し
み
な
が
ら
頑
張
っ
て
、
人
間
関
係

も
ほ
ぼ
人
並
み
だ
と
思
っ
て
い
た
自
分
が
、
気
づ

か
な
い
う
ち
に
疲
れ
を
溜
め
て
、
頑
張
ろ
う
と
す

る
ほ
ど
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
た
な
ん
て
。「
私

は
、
病
気
？
そ
れ
と
も
甘
え
て
い
る
の
か･･･

」。

1
年
が
経
ち
、
身
体
は
薬
で
健
康
に
な
り
ま
し
た

が
、
心
は
ど
う
や
っ
て
元
気
を
取
り
戻
せ
た
の
か
。

振
り
返
る
と
、
誰
か
に
話
を
し
た
こ
と
や
、
そ
う

い
え
ば
、
最
初
に
「
ス
ト
レ
ス
で
す
」
と
言
わ
れ

た
瞬
間
、
そ
れ
に
気
づ
い
た
こ
と
で
気
持
ち
が
楽

に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
今
月
の
健
康
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
皆
さ
ん
に
は
縁

の
無
い
話
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
縁
が
な
い

と
思
っ
て
い
る
の
は
、
気
づ
い
て
い
な
い
今
の
自

分
で
す
。
心
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
に
、
ご
覧

に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
わ
が
家
の
ぶ
ー
ち
ゃ
ん
（
猫
）
は
、
父
と
布
団
、

枕
を
半
分
ず
つ
分
け
合
っ
て
毎
晩
一
緒
に
寝
て
い

ま
す
。
夜
中
に
ト
イ
レ
へ
行
っ
た
父
は
布
団
へ
戻

り
た
め
息
で
す
。
ま
た
、
ぶ
ー
ち
ゃ
ん
が
ど
真
ん

中
へ
。
自
分
の
場
所
を
確
保
す
る
た
め
、
ト
イ
レ

の
度
に
、
ぶ
ー
を
移
動
さ
せ
る
毎
日
。
朝
の
様
子

を
覗
い
て
見
る
と
、
布
団
か
ら
は
み
出
し
そ
う
な

父
と
は
逆
に
、
真
ん
中
で
悠
々
と
熟
睡
す
る
ぶ
ー

ち
ゃ
ん
。「
ぶ
ー
の
せ
い
で
寝
ぇ
が
な
ら
ん
！
」

と
言
い
な
が
ら
、
や
っ
ぱ
り
カ
ワ
イ
イ
ぶ
ー
ち
ゃ

ん
誘
っ
て
、
今
夜
も
一
緒
に
就
寝
で
す
。

（
曽
木

　
ぶ
ー
の
姉

　
38
歳
）

　
手
羽
キ
ン
グ
食
べ
ま
し
た
ぁ
。
見
た
目
以
上
に

お
腹
を
満
た
し
て
く
れ
て
、
隠
し
味
!?
の
「
更
生

の
素
」美
味
し
か
っ
た
で
す
。『
き
み
っ
て
白
い
ね
』

も
食
べ
て
み
ま
し
た
ぁ
。
ど
ち
ら
も
伊
佐
市
内
で

気
軽
に
買
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

（
牛
尾

　
チ
ロ

　
35
歳
）

　
丸
い
展
望
台
の
横
を
下
り
る
と
土
産
店
が
あ
っ

て
、
目
の
前
が
子
ど
も
会
の
遊
泳
場
所
だ
っ
た
。

当
時
の
ま
ま
の
曽
木
発
電
所
跡
の
傍
で
も
泳
い
で

い
た
。
鮎
や
う
な
ぎ
も
よ
く
獲
れ
た
。
人
が
通
る

と
揺
れ
る
ス
リ
ル
満
点
の
つ
り
橋
も
あ
っ
た
。

　
四
季
の
風
景
が
大
好
き
で
、
今
も
よ
く
通
っ
て

　
あ
な
た
の
「
こ
こ
ろ
和
む
話
題
」
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
こ
の
話
題
を
読
ん
で
、
た
く
さ
の
人

が
“
笑
顔
”
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ｎ
ａ
ｇ
ｏ
ｍ
ｉ
　
ｎ
ｏ
　
ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
ｂ
ａ

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏの ひろば
ｎａｇｏｍｉ

い
る
。
新
曽
木
大
橋
も
開
通
、
展
望
台
や
観
光
拠

点
施
設
も
出
来
そ
う
だ
け
ど
、
遊
歩
道
・
つ
り
橋

も
ほ
し
い
な
～
。
年
中
を
通
し
て
観
光
客
が
増
え

潤
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
な
～
。『
曽
木
の
滝
』
を

こ
よ
な
く
愛
す
壮
年
の
独
り
言
。

　（
羽
月

　
そ
ん
の
た
っ

　
58
歳
）

お

便
り あ り が と

う

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏ

の
ひろば

ｎａｇｏｍｉ

　このコーナーでは、皆さ
んからの「こころ和む話題」
をお待ちしています。

【投稿について】
◆　字数 200 文字以内（文
　章は、必要に応じて添削
　する場合があります）
◆　住所・氏名・年齢・性
　別・電話番号・ペンネー
　ム（記入がない場合イニ
　シャルで掲載します）を
　記入の上、市広報係まで
　ご投稿ください
◆　投稿は、はがき・封書・
　メールまたは直接広報係
　へ
◆　締切は、毎月 10 日
※　営利目的や個人、団体
　を批判・中傷するような
　内容は掲載できません。
※　紙面の都合上、掲載で
　きないこともあります。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里１８８８番地
市総務課広報係（大口庁舎）

「和みのひろば」係
☎�１３１１

○内　　１１１６・１１１７
koho@city.isa.le.jp


